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Iptycenes are a class of aromatic compounds consisting of propeller-shaped triptycenes, and 

have been used for the development of functional molecules. We have recently developed a 

novel synthetic method of tiptycenes and iptycenes1-3. In this presentation, we report on 

synthetic study of cyclic iptycene, cyclododeciptycene, which has never been synthesized. 
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イプチセンはプロペラ型分子トリプチセンからなる芳香族分子であり、機能性分子

の開発に利用されている。我々はトリプチセンの新規合成法を見出し、これを用いた

種々の置換トリプチセンの合成を報告してきた 1,2。さらに最近、「ambident アントラ

セン」を利用した鎖状イプチセンの系統的合成を報告した 3。本研究では、合成未達

成の環状イプチセンであるシクロドデシプチセンの合成について検討した。 

ヘキサブロモトリプチセン 1から選択的に 2カ所だけベンザインを生成させ、これ

を別途調製したイソベンゾフランと反応させダブル環化付加体 2を得た。次に環状エ

ーテル部位を還元した後、残りのブロモ基に対して鈴木カップリングを用いて嵩高い

置換基を導入した。得られたジアントラセン 3 は convex 面が立体的に遮蔽されてお

り、一般的に不利な concave 面から環化付加が進行すると期待される。 
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